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理事会報告  

トッパン メクレンブルグ商会 中央洋書 海外出版   

貿易 北尾書籍（順序不同）  

㈹ 移 転  

相武住宅社長の出借を要請し、移転に伴う補償問題   

について話し合った。いくらかは弾力的に考える余地   

がある、ということが相武住宅側から表明された。  

叱）その他。  

′、2月26日睦う  
ノ  
H 一月分収支計算・予算対比表  

総務委員会での検討の結果にもとづく松井幸雄氏   

（丸善）の報告を承認した。  

臼1987年1月－12月洋書輸入通関統計表  

この統計表の抜粋が配布され、討論された。一月か   

ら冊数が重量（kg）に変ったことも報告された。（本会   

報3月号を参照）。  

∈）シンガポール出版業代表団  

本代表団に関する日本貿易振興会（JETRO）か   

らの申し入れについて事務局長から報告された。3月   

9日㈱出版クラブにおいて開催されるJBIAとの話し   

合いについては会員に連絡し、希望者が参加できるよ   

うにすることとなった。  

個）日米図書館大会  

本年十月米国において開催される本大会への募金に   

ついて書籍出版協会から連絡のあったことが報告され、   

さらに検討をつづけることとなった。  

匝）選挙管理委員会  

規約上選挙管理委員会の委嘱を急ぐこととし、その   

人遥をおこない、下記のとおり委嘱することとなった。  

第一出版貿易（委員長） ナウカ USP 医学書院  

3月14日（月）  

H 二月分収支計算・予算対比表  

3月6日の総務委員会で検討された結果にもとづく   

松井幸雄氏の報告を承認した。  

（コ 移 転  

松井幸雄氏が作成した移転に伴う経費の負担増につ   

いての検討案A・Bについての説明をきき、これを基礎   

に松井氏と事務局長が相武住宅と交渉を始めることと   

した。  

（ヨ 雑誌委員会  

先日ひらかれた委員会での討論について報告された。  

側 書協からの申し入れ  

十月の末に池袋サンシャイン・ビルでひらかれる書   

籍展示会の会場で洋書の即売を行うことを書籍出版協  

「、「  
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成績表 第18匝】1987．12．4．（劫   

優勝 橋爪（丸善）・準優勝 丸岡（紀伊国屋）   

3位 神原（オックスフォード）   

4位 上杉（UPS）   5位 小沢（洋服）  

B．B．和田（日ソ図書）  

最後になー）ましたが、今回も又、本田さんに賞品授与  

のお手伝いをしていただき、プレイ後のパーティも大い  

に盛り上ー）ました。これからも春、冬の年2回ペースで  

開催しますので、皆さんのご参加お待ちしております。  

会を代表して研究社から洋書交換委員長（国際書房   

服部貞夫氏）に連絡のあったことが報告され、討議の   

結果、これには参加しないこととなった。  

伍）シンガポール出版業代表団  

3月15日に出版クラブにおいて同代表団の展示会が   

開催されることが報告された。  

国 選挙管理委員会  

委嘱した選挙管理委員会のメンバーから異議のな   

かったことが報告された。  

毎）その他。   

シンガポール出版業ミッションとの懇談会  

日本貿易振興会の受け入れによって、3月6日から16  

日まで来日した、シンガポール出版業ミッションとJBIA  

との懇談会が、3月9日正午より日本出版クラブ会議室  

で開催された。シンガポール側からKohHockSeng団長  

（President，TimesPublishingBerhad社）以下10名，  

JBIA側からは小林理事長代理（丸善）以下11名が参加L  

た。JBIA側から日本における洋書輸入・販売の現況につ  

いて説明したのち、質問事項であった①日本の洋書輸入  

の慣行、②日本市場に受け入れられる洋書のタイプ、③  

各国が日本市場にアプローチした時の様々な問題、など  

について懇談し友好と相互理解を深めた。  

第48回 72回ゴルフコンペ   

1988．2．14．（日）参加者15名。於二高根CC   

冬2月というのに暖い日に恵まれて、ゴルフには最高  

の日曜日でした。天気に恵まれてもスコアに結び付かな  

いのがゴルフとか。ハーフで11個のOBとか、4連続の  

OB、又、パー4のホールをあがってみたらスコアは16  

等々、楽しいゴルフでした。その中で安定した成績で優  

勝された紀伊国屋の尼子さん、又、ベストグロス賞で準  

優勝の相良さん 頭が下がります。初参加のエルゼビア  

の深田さん、成績はとも角、楽しんでいただいて幸いで  

した。又ご参加下さい。  

成 績 と 順 位   

優 勝 尼子（紀伊国屋）  46・48 net 71   

準優勝 相良（協会顧問）  45・45 net 76   

3 位 鶴 （東亜ブック） 46・45 net 80   

4 位 宮原（丸善）  49・49 net 85   

5 位 村山（ゲーテ書房） 50・49 net 86  

B．B．中村（国際書房）・ベストグロス首 相良   

ドラコン賞 宮原、村上（3個）  

ニアピン賞 石原、相良（2個）  

昨年10月の47回ゴルフコンペは丸善の宮原さんが優勝、  

今回の48回ゴルフコンペは紀伊圃屋の尼子さんが優勝、  

そして麻雀大会は丸善の橋爪さんが優勝。次回はどちら  

でしょうか？会員の皆様多数のご参加お待ちしており  

ます。（ST記）  

文化厚生委員会だより  

第18回麻雀大会   

1971年に第．1匝】大会が催されて今回が16年目、1987年  

12月4日幽の第18回大会となりました。洋書仲間の同好  

会も18匝】目となると皆顔なじみの人ばかり、和気あいあ  

いの集いです。今回も紅一点メゾンホンダの本田さんを  

囲んで24名、いつもの場所ポニーに集合、半荘3回の戦  

いが始まりました。今回からは予算も大幅に増額された  

ので、ビールやウイスキーは飲み放題。アルコールも手  

伝ってニギヤカなプレイでした。終わってみれば、丸善  

の大野さんの代役で初参加の橋爪一衛さんが、ダントツ  

で優勝でした。  
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洋書輸入協会史 ¢9）  

洋書輸入協会顧問 相 良廣 明  

ることとなった。このような急速な情勢の転回も、結局  

は昭和25年6月に始まった朝鮮戦争以来の、日本の急激  

な外貨事情改善と、昭和26年9月8日に行われた対日平  

和条約の調印の影響によるものであろう。  

3．2 自動承認制（AA）へ移行の発表   

昭和27年3月14日の同業会理事会の席上で、始めて4  

月からAA移行の予定ということが議題となり、3月31  

日付の海輸第9号で次のように会員に伝えている。  

記   

（前略）3月28日付の4～9月期外国為替予算の発表  

により、4月から書籍及び定期刊行物は下記予算によー）  

自動承認品目に入ー）ましたので、通産省より平井、村山  

両事務官に御出席願いまして今後の手続きについて御説  

明を伺いたいと思います。何卒寓障御繰ー）合せの上御出  

席下さい。  

自動承認品目予算  

ドル地域  ＄ 41，000，000  

スターリング地域  ＄151，000，000  

31自動承認制（AA）への移行  

31．1自動承認制移行への布石   

昭和26年10月15日付、海輸第148号では、通産省より同  

業会会員に通達するようにとの指示があったとして、次  

の事項を掲げている。  

記  

（1）外貨資金割当申請の時は、昨年1月以後の輸入承認   

申請書（有効中のもの）全部を再度提出する事。  

（2）（略）  

（3）各仕入地域の予算（10～12月）は次の通り。  

Dollar Area  ＄850，000   

Sterling Area   ＄200，000   

その他の地域を含め総計 ＄1，370，000  

（4）通商弘報の下記各号を一読のこと。   

09月25日第637号輸入貿易管理令（改正されたもの）   

09月28日第640号輸入貿易管理令の一部改正要旨  

輸入注意事項第50号、輸入保証額および自動承認制  

による対外支払手段の取極金額を算定する比率につ  

いて（従来の90％以上を80％以上としたもの）  

（注）従来は90％以上の入荷で輸入完了としていたも  

のを80％以上で良いと改正したもの。   

09月29日第641号  

輸入注意事項第51号。輸入貿易管理令の改正に伴う  

経過措置について。   

010月8日第648号。輸入貿易管理規則の一部改正さ  

る。   

010月11日第651号号外  

輸入担保に関する制度とその運用について。（以下   

略）  （以上）  

現在の時点から以上を見れば、昭和26年の9月、10月  

の時期に矢継ぎ早に輸入貿易管理令及び管理規則が改正  

され、外貨予算もある程度増加し、過去の実績を調査す  

るなど、自動承認制移行への布石がなされているように  

思える。ただし同業会理事会としては、当時から翌昭和  

27年3月にかけ、極東貿易の事件処理に忙殺され、その  

ような判断を下す余裕は全くなかった模様で、翌昭和27  

年の春にぶっつけ本番という形で自動承認制移行を迎え  

オープン、アカウント地域  57，000，000  

合 計  ＄249，000，000  

（以上）  

（注）上記はすべてのAA品目の4～9月期予算である。  

この通知に続き4月1日付の海輸第10号では、同日自  

動承認品目の第一回輸入発表があり、書籍、雑誌につい  

ては   

ドル地域  一社限度 ＄100，000  

ポンド地域及び  

オープンアカウント地域  限度なし  

となっていることを会月に知らせている。   

4月4日には、前述したように、通産省の平井、村山  

両事務官の出席を得て臨時懇言炎会を開き自動承認制の説  

明を受けた。この報告が4月5日付海輸第12号でなされ  

ており、またその後予期しない疑問の点などについて通  

産省と折衝を重ねた結果が、「要領及び手続き」として70  

リントされている。これは4月25日の月例懇談会席上に  

おいて配布説明され、4月26日付海輸第16号により欠席  
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記  

（1）＄地域に対して   

輸入申請に当っては、対外支払手段取り極めに関する   

許可申請書（2通）と、標準外決済申請書（2通）と  

を、輸入承認申請書（6通）と共に通産省輸入一課へ   

一括提出する。  

〔説明〕対外支払手段取り極めに関する許可申請書は、  

10日間の送金期間を6カ月に延長することを申請する   

もので、これを含めて諸書類の一括提出を認められた   

ことにより、分割送金、送金期限延期が一括承認され、   

更に標準外決済の申請をそのつど行うことの必要がな   

くなった。  

（2）＄地域でライセンス記載金額500＄以下の場合及びポ   

ンド、オープンアカウント地域の500＄以上の場合   

これらの場合も特別な措置牢ゞ述べられているが長くな   

るので省略する。  

（3）輸入期問  

定期刊行物などは輸入完了まで1カ年を要するため、   

本期間を通算1カ年とする。（目下通産省において検討   

中）  

（4）その他  

輸入状況の統計作製のための報告書を3ヵ月毎に提   

出すること。  

自動承認制においては、送金期限を超えたものは担   

保金の没収を厳重に行うとのこと。  

の会員にも知らされている。その要点は次の通り。  

31．3 自動承．認制要領及び手続の要約   

第13回輸入公表（昭和27年4月1日）に於て書籍、定  

期刊行物（新聞、楽譜新たに追加）は、自動承．認制に編  

入せられることとなったが、以下その要領及び手続を要  

約する。  

（1）実施。昭和27年4月1日より。  

（2）有効期間。2半期（6ヵ月）  

（3）地域。＄、ポンド、オープンアカウント地域の全域を   

包含する。  

（4）限度。＄地域だけ10万＄の限度あり。他地域は限度な   

し。  

（5）担保金額。＄地域2％、ポンド、オープンアカウント   

地域0．1％。  

（6）輸入承認申請。従来の通産省二課への申請を要せず、   

銀行へ直接申請する。6通提出。  

（7）＄地域は輸入一承認許可の日より10日以内に於て送金   

又は信用状の開設を要する。他地域は10日以内の限度   

なし。  

（8）全地域共標準外決済の申請を要する。ただし＄地域   

中500＄以下の場合は、標準外の申請を要しない。   

－－」備考：標準決済とは商品を先に輸入して後から支  

払う場合及び信用状決済の場合を言う。標準外決済  

とは前金払いの場合。  

（9）輸入期間。6ヵ月、輸入期問の延長も従来通り認め   

られる。  

㈹ 輸入及び送金の完了。輸入申請額の8割以上の輸入   

及び送金を以て完了。  

31．4 「要領及び手続」に関する特別措置   

上記「要領及び手続」には、書籍・雑誌の特性にそぐ  

わない点が多かった。即ち自動承認制の建前としては、  

イ．一般輸入承認申請書による分割送金の不可能なこと。  

ロ．＄地域に対しては許可後10日以内に許可額の8割以   

上送金又は信用状開設を要すること。  

ハ．標準外決済を輸入申請の都度事前に通産省に行かね   

ばならぬこと。  

とあって、書籍及び定期刊行物のような特殊な性格を持  

つ商品の輸入には困難と障害がはなはだしいため、同業  

会理事会より通産省へ陳情し、その理解を得て、次のよ  

うな特別手続及び措置が取られることとなった。  

ヽ
、
ノ
 
 
 

31．5 自動承認制の発足の意義   

昭和27年4月1日よりの自動承認制の発足によって、  

実際にはまだまだ多〈の問題点を抱えながらも、為替割  

当制を脱却したということで、一大転換をとげることと  

なった。  

大げさに言えば、自動承認制の発足で、洋書輸入に関  

する限ー）戦争は終ったといっても過言ではない。奇しく  

も、この年（1952）の4月28日に対日平和、日米安全保  

障条約がそれぞれ発効し、極東委員会、対日理事会、  

GHQが廃止され、占領状態を終り、日本は主権を回復す  

るに至ったことと時期を同じくする。  

戦後の洋書輸入は、GHQの監督下にあり、いろいろな  

経緯を重ねて昭和25年1月から民間貿易が始まったが、  

それも為替割当制度のために3カ月毎に輸入したい書籍、  
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定期刊行物のすべてについて明細なリストを6通も作製  

しなければならず、この作業（インスベタションと称し  

た）は膨大な量となって我々を圧迫した。しかもそのリ  

ストはばっさりと削られ、当初は僅かのものしか許可に  

ならなかった。インスベタションの書類を準備している  

とき、当時のことであるからしばしば停電がある。残業  

をしながら、しかもろうそくの乏しい光の下で作業を進  

めるのは大変なことであった。（協会史（胤 昭和62年4月  

号、Vol．21No．4．22．2項参照）この作業から解放さ  

れたのであるから、洋書輸入業者が喜んだのも無理から  

ぬことである。   

洋書輸入の要領と手続については、その後逐次簡略化  

の方向へ進んだが、基本的には現在もこの当時の路線上  

にあるといって過言ではなかろう。自動承認制の発足に  

はこのような意義も伴っている。  

それにつけても、当時の外貨事情の悪さ、爪に火をと  

もすような思いで＄を使っていたことを思うと、その後  

の、ことに最近の＄の湯水のような使われ方を見て今昔  

の感に堪えない。日本が成長したという思いと、調子に  

乗って無駄遣いするといつかまた困ることが起きるので  

はないかという思いとが交錯するのは、私ばかりではあ  

るまい。  （続く）  

うべき分公司があー）、海外には、アメリカに分公司、イ  

ギリス、西ドイツには出張所がある。日本にはまだ分公  

司も出張所もないが、やがて分公司を置くべく計画はし  

ているとの事である。  

◎総公司の8部   

現在総公司は従業員約800名。中々の大所帯であるが、  

内部は大きく8つの部でそれぞれ業務を分担する形に  

なっている。  

図書一部  （全国に92代理部）  

主としてソ連をはじめとする社会主義国の書  

籍を扱う。  捻
 
公
 
司
 
の
 
8
 
部
 
 

図書二部  （全国に33の外文書店）  

主として非社会主義国の書籍を扱う。  

（3）［垂直］雑誌、新聞を扱う。  

（4）［垂亘］  

音声映像部  5
 
 
6
 
 
7
 
 
 

AV商品を扱う。  

展示販売部   

国際図書博覧会弁公室  国際ブックフェア  

を司る。  

（8）［亘垂亘□ 公司の事務会計処軋   

◎書籍の受発注   

総公司ではアメリカ、日本といった海外の書籍を見込  

で輸入して自国内の読者にアプルーバルのチャンスを与  

えるやり方はほとんどしていない。出版情報を最終読者  

に流し、逆ルートで需要を吸い上げる方法がとられてい  

る。  

中国におけるForeignBooks事情  

一乗日視察団の話から一  

昨秋、中国の書籍視察団として中国図書輸出入絵公司  

の一行が来日した。その時、視察団一行を講師に「円高  

時代の中国市場」と題するセミナーが、日本出版販売株  

式会社の主催で開かれた。セミナーは中国代表団団長の  

陳為江氏の話を中心に進められたが、以下はその概要で  

ある。   

中国図書輸出入総公司については、すでに知っている  

人も多いと思うが、改めて言うと、中国の国家科学技術  

委員会の下部機関の一つで、中国での図書（雑誌、新聞、  

テー7P、ヴィデオなどを含む）の輸出入の総元締機関で  

ある。中国での図書はすべてこの機関を通して調達また  

は輸出される。中国国内には、上海と広州に支社とも言  
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◎日本との取引   

国別3位の実態は  

1985年 612（万）（US＄）  

1986年  547（′′）（′／）   

書籍、雑誌の割合  

1985年 書籍49％ 雑誌51％ その他0  

1986年 ′′ 46・1％′′52．8％ ′′1．1％  

日本書籍の需要は、これからもっと増大すると予測され  

ているし、現にふえるであろう。なぜなら、日中間には  

もともと地理的有利性がある上に、近年の経済関係は良  

好で着実に発展している。その発展を背景に、今中国で  

は日本語学習熱が高まっている。現在、大学における日  

本語学習者は5万人。ラジオ・テレビによる学習者は200  

～300万人を数える。日本書籍の取引の増大する要因は明  

確にあると言える。   

しかし、取引量の増加も大切であるが、中国側にとっ  

ては、それ以前に出来れば何とかしたい問題もないわけ  

ではない。例えば円高による中国内売価の高騰と言った  

問題。また、より切実なテーマで、日本書籍のディスカ  

ウント率の問題などなどであるが、特に日本書籍のディ  

スカウントは、欧米諸国に比してかなり悪条件であり、  

このあたりの問題の解決には、日本側が大いに研究しな  

ければならないものがある。  

（SSD．S．N）  

◎目録作り   

上の表からも容易に察しがつ〈様に、需要を引き出す  

ほとんど唯一つの手段が目録であー）、これを作る辛が総  

公司の一番大切な仕事の様でもある。良質の、情報価値  

の高い目録を作ろうとすればする程、良質の出版情報の  

入手がそれ以前に必要になる。実は今回の視察団来日の  

重要なテーマの一つは、日本からの出版情報を質量とも  

に向上させる方途をさがす事であるという。中国にとっ  

て、日本からの出版情報の現状は、どうももの足らない  

様である。稔公司では西側諸国の新刊書誌情報を次の様  

に5つのタイ70の目録に編集し、それぞれのスケジュー  

ルで配布している。  

科技新書（科学技術書関係） 月刊 10，000部  

社不斗新書  ／／   ／／  

学術団体新書  ／J   ／／  

叢書叢刊目録  不定期 J／  

報刊計録（新聞・雑誌）  5年に一回5，000部  

◎輸入量の状況   

中国で一番多〈需要のある本のジャンルは社会主義関  

係との事で、きわめて当然と納得がゆ〈。次に多いのが  

辞典、事典、年鑑などのレフアランスもの。3番目が社  

会科学書。4番目が科学技術書、という順番になってい  

る。   

では輸入量の方はどうかと言うと、  

1985年 5201（万）（US＄）  

1986年 4561（′／）（′′）  

この数字の中味である書籍、雑誌の割合は、  

1985年 書籍45．5％ 雑誌47．8％ その他6．7％  

1986年 ′′ 39．3％ ／／55．1％ J／5．6％  

国別の割合はどうか。   

書籍展示会のおしらせ－1988  

フェミニスト書籍展示会   

6月14日－22日   

Feminist Boon Fair  

Montreal  

第10回サンパウロ国際書籍展示会   

8月25日－9月4日  

10thSao PauloInternationalBook Biennial  

IFLA（InternationalFederation of Library Associa－  

tions）大会   

8月27日－9月3日  

IFLA Conference   

Sydney  

第2回北京国際書籍展示会   

9月1日－7日   

2ndBeijingInternationalBookFair  

米  国   

英  国   

日  本   

オ ラ ン ダ   

西 ド イ ツ   

7 フ ン ス   

その他（90ヵ国）  

日本が第三位で、   

26．5％   

21．8％  

14．5％   

7．5％   

7．0％   

2．7％   

20．9％  

やっぱり大切な隣国という感がある。  

英米の比率が接近していて、英国が善戦している。日本  

の場合、英米の開きはずっと大きいはずである。  
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移転のおしらせ   

本協会は下記に移転しました。電話・ファックス番号に変更はありません。  

〒103 東京都中央区日本橋一丁目21番4号 千代田会館5階20号室  

外国出版社紹介 No．118  

PAULPAREY社 小史  

PAUL PAREY社は、1848年 Karl Ferdinand  

Wiegandtにより農学・宗教学専門出版社としてスタp  

トをきった。   

ただし、創業時より30年余りの間は、創業者の名が  

社名となっていた。1867年にはWiegandtの死去によ  

り、当時ベルリンで書店を営む25歳のPaulPareyが業  

務を引き継ぎ、1869年には共同経営者、そして1877年  

にはついに経営者となった。1881年より今日の社名  

PaulParey社となったわけである。   

その後、PaulPareyは農学・林学に関連する多岐に  

わたる分野の出版物を刊行し、「JournalofAgronomy  

andCropScience／ZeitschriftfiirAcker－umdPflan－  

zenbau」等の創刊・編集に尽力した。  

1900年3月Dr．hc．PaulPareyの死後は、彼の遺言  

により、数年前よりPaulParey社に勤務していた35歳  

のArthur Georgiが経営者となった。1911年には弟の  

Rudolfが共同経営者となり、二人は新たなる分野に進  

路を開拓し、サイエンス ハンドブック、テキスト  

ブック、学術雑誌の出版に力を入れた。   

その後、第二次大戦のため、社屋、在庫の全廃、  

Arthur Georgiの事故死（1945年）に遭いながらも、  

Rudolf Georgiとその息子Friedrich Georgiは会社の  

、再建にあたり、ハンブルグ支店開設、獣医学出版社  

■（Richard Schoetz ベルI）ン）の買収等により事業  

の発展を計った。   

そして、数々の買収、出版物拡張により、今日では、  

農学・生物学・植物学・園芸学・林学・生態学・動物  

学・獣医学等さまぎまな分野において、国際的に評価  

を得るまでに至った。   

1848年以来、7500タイトルの書籍を刊行してきたが、  

そのうち約2200タイトルは現在も刊行を続けている。   

このなかでも重要なものは、NICKEL／SCHUM－  

MER／SEIFERLE著のTextbookofAnatomy ofthe  

Domestic AnimalsやAMMAN／SEIFERLE／PEL－  

LONI著のAtlas of TopographicalSurgical  

Anatomy of the Dog，SCHEBITZ／WILKENS著の  

AtlasofRadiographicAnatomyoftheDogandCat  

等である。ノーベル賞受賞のKarlvonFrisch，Konrad  

Lorenz，Niko Tinbergen等も著者として名を連ねて  

いる。また、1948年以後、289タイトルが各国語に翻訳  

出版されている。（日本語出版16タイトル）   

現在、ジャーナルは33誌発行されているが、なかに  

はタイトルを独語より英語表記に変更し、掲載論文も  

英語のものを増強したものもある。代表的なものとし  

てEthology，JournalofVeterinaryMedicine，Plant  

Breeding，Marine Ecology等、1985年創刊としては、  

JournalofAppliedIchthyologyがある。   

今日では、ニューヨークにマーケティングオフィス  

を構え、今後とも国際市場進出のため、徐々にではあ  

るが、英語の出版物増加をめぎし、数々のインターナ  

ショナルブックフェアにも出展する方針である。   

PaulParey社はこの90年間近〈、Georgi一族により  

経営されてきたが、このうち、Dr．h c．PaulParey  

（1888q1889），Dr．phil．Arthur Georgi（1953－1956），  

Dr．h．c．FriedrichGeorgi（1965－1968）はドイツ書店、  

出版社協会（B6rsenverein des Deutschen  

Buchhandels）の会長を務めた。またDr．Friedrich  

Georgiはベル［）ン書店・出版社協会（Berliner Ver－  

1eger－undBuchhandlervereinigung）の初代会長に任  

命され（1958－1961）、1982年以後、上記2つの協会の  

名誉会員となっている。これらのことからも、ドイツ  

国内での出版社としての重要なる地位、指導的立場が  

うかがえよう。  

（日本代表事務所は1985年よりビューロー ホソヤ）  

＼  
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GORDON州D8RE∧⊂H伽hlu他山僧門  
NewYork・London・PQris・Mon†reux・Tokyo・Melbourne  

・CommentsonAgricultural＆FoodChemistry（lSSNO892－2101）1987年創刊  

Editor：F70ber（EFbeney Vo11予約価￥54，000   

・Crysta”ographyReview＄（（SSNO889－311×）1987年創刊  

Editor：MbrebnMbore Vorl予約価￥28，000   

・GeothermalScience＆Technology（lSSNO890－5363）1987年創刊  

Editor－in－Chief：JamesC Lhsee Vo11予約価￥64，000   

・MoJecular Simulation（（SSNO892－7022）1987年創刊  

Editor－in－Chief：凡Ou鵬  Vo11予約価￥74，000  

● harwoodacademlCpublishers  
Chur・London・Poris・NewYork・Melbourne  

・Autoimmunity （lSSNO891q6934）1988年創刊  

Editor：TbrenceJ．肌腋血  Vo11予約価￥46，000   

・BiocatalysIS（lSSNO886－4454）1987年創刊  

Managing Editor：DavidBes（ VoIl予約価￥54，000   

・Bjofouling（lSSNO892－7014）1988年創TU  

Editor－in－Chjef：LenEvans VoJl予約価￥64，000   

●VisualAnthropo10gy（lSSNO894－9468）1987年創刊  

Editor：JayF7uby vo［1予約価￥30，000  

1988年2月   通巻第25芦号 洋書輸 入協会 編集者 柴田 三夫   

尋103 東京都中央区日本橋1丁目21番4号 千代田会館5階20号室 ℡271－6901FAX271－6920   

面530 関西支部  大阪市北区芝田1－10－2 第一山中ビル  ℡371－5329  
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